
平成30年度 令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

12,916,800 95,605,400 108,522,200

交付金額 12,700,000 92,000,000 104,700,000

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名
　三沢対地射爆撃場関連公共用施設（交通施設:第4庄内線防雪柵設
置工事）整備事業

補 助 事 業 者 名 六ヶ所村長　戸田　衛

実 施 場 所 六ヶ所村大字倉内地内

補助事業の成果の目標

　本路線は、主要地方道東北横浜線と第4庄内地区を結ぶ生活道路で
ある。
　しかしながら、冬期の吹雪・地吹雪により、視界障害や吹溜りが発生し
ているため、防雪柵を設置し、通行車両の安全及び交通の円滑化を図
るものである。

補 助 事 業 の 内 容 防 雪 柵 設 置 工 事 L=381.5 ｍ H=4.0 ｍ

事業の改善措置及び今後
の対応

通行車両の安全及び円滑な交通の維持のため、防雪柵の適正な維持
管理を行う。

事業評価に際しての第三者
機関の活用の有無

なし

補助事業の始期及び終期 平 成 30 年 度 ～ 令 和 元 年 度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

　補助事業の成果の確認のため、冬期間において現地にて目視で確認
したほか、地域住民から防雪柵ができたことにより視程障害や吹溜りが
改善され、安全な通行が出来るようになったとの意見をいただいた。
　また、地域住民への周知については、工事看板に防衛省の特定防衛
施設周辺整備調整交付金が使われていることを記載したことに加えて、
広報誌・村のホームページ等においても本事業内容について掲載した。



令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

5,799,000 5,799,000

交付金額 5,000,000 5,000,000

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名
三沢対地射爆撃場関連公共用施設（環境衛生施設:一般廃棄物最終

処 分 場 用 バ ッ ク ホ ウ 購 入 ） 整 備 事 業

補 助 事 業 者 名 六ヶ所村長　戸田　衛

実 施 場 所 六ヶ所村大字鷹架地内

補助事業の成果の目標

　六ヶ所村一般廃棄物最終処分場では、バックホウによる覆土の掘削・
廃棄物の破砕・転圧、クローラダンプによる掘削土の運搬、ホイールロー
ダによる廃棄物の覆土・敷均・除雪作業(冬期間のみ)、ブルドーザによる
廃棄物の転圧・敷均を行っている。
　このうちバックホウは、平成17年度に特定防衛施設周辺整備調整交付
金を活用して購入したものであるが、購入後13年が経過し、経年劣化に
よりエンジン等の故障が発生していることから、現在稼働中のものと同等
の重機を購入することにより修理費を軽減し、掘削・破砕・転圧の一連の
業務が効率的に行われる体制を整備するものである。

補 助 事 業 の 内 容 バックホウ購入　１台

事業の改善措置及び今後
の対応

村一般廃棄物最終処分場の効率的な運用のため、車両の適正な維持
管理を行う。

事業評価に際しての第三者
機関の活用の有無

無

補助事業の始期及び終期 令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

　日報にて稼働時間を確認したほか、現場職員に聞き取り調査した結
果、同等の車両を更新したことにより、廃棄物の搬入に備え、常に稼動
できる体制を維持できるとともに、新車のため修繕費用の軽減に期待で
きるとのことであった。また、バケットへの平爪装着及び車体への排土板
装着により、破砕作業及び整地作業が容易及び可能となったとのことで
あった。このことから、本事業を実施したことにより、掘削・破砕・転圧の一
連の業務を効率的に実施できると評価する。
　地域住民への周知については、購入した車両に特定防衛施設周辺整
備調整交付金事業である旨を表示するとともに、広報誌及び村ホーム
ページに本事業内容を掲載した。



令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

6,454,000 6,454,000

交付金額 6,000,000 6,000,000

事業の改善措置及び今後
の対応

村一般廃棄物最終処分場の効率的な運用のため、車両の適正な維持
管理を行う。

事業評価に際しての第三者
機関の活用の有無

無

補助事業の始期及び終期 令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

　日報にて稼働時間を確認したほか、現場職員に聞き取り調査した結
果、同等の車両を更新したことにより、廃棄物の搬入に備え、常に稼動
できる体制を維持できるとともに、新車のため修繕費用の軽減に期待で
きるとのことであった。また、車体が中折れ式のため、小回りが利き覆土
作業がしやすくなり、冬期間の除雪作業もしやすくなると期待できるとの
ことであった。このことから、本事業を実施したことにより、覆土・敷均し・
除雪の一連の業務を効率的に実施できると評価する。
　地域住民への周知については、購入した車両に特定防衛施設周辺整
備調整交付金事業である旨を表示するとともに、広報誌及び村ホーム
ページに本事業内容を掲載した。

実 施 場 所 六ヶ所村大字鷹架地内

補助事業の成果の目標

　六ヶ所村一般廃棄物最終処分場では、バックホウによる覆土の掘削・
廃棄物の破砕・転圧、クローラダンプによる掘削土の運搬、ホイールロー
ダによる廃棄物の覆土・敷均・除雪作業(冬期間のみ)、ブルドーザによる
廃棄物の転圧・敷均を行っている。
　このうちホイールローダは、平成19年度に電源立地地域対策交付金を
活用して購入したものであるが、購入後11年が経過し、経年劣化により
エンジン・油圧ホース等の故障が発生していることから、現在稼働中のも
のと同等の重機を購入することにより修理費を軽減し、覆土・敷均・除雪
の一連の業務が効率的に行われる体制を整備するものである。

補 助 事 業 の 内 容 ホイールローダ購入　１台

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名
三沢対地射爆撃場関連公共用施設（環境衛生施設:一般廃棄物最終

処 分 場 用 ホ イ ー ル ロ ー ダ 購 入 ） 整 備 事 業

補 助 事 業 者 名 六ヶ所村長　戸田　衛



令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

20,658,000 20,658,000

交付金額 19,733,000 19,733,000

事業の改善措置及び今後
の対応

今後とも、適切な車両及び車庫の維持管理を行う。

事業評価に際しての第三者
機関の活用の有無

無

補助事業の始期及び終期 令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

　本事業実施後にバスの運転者及び車庫の管理者に聞き取り調査した
結果、スペースが広いため、運行前及び運行後の車両点検を安全かつ
スムーズに行うことができているとのことであった。また、当該車庫の整備
により村内他地区を含む４台全てのマイクロバスが格納されることとなり、
適切な車両の維持管理ができているとともに、除雪機を格納できるス
ペースや点検用具及びタイヤを収納できるスペースもあるため、これらに
ついても適切に管理することができているとのことであった。このことか
ら、本事業の実施により、適切な車両の維持管理が行われていると評価
する。
　　地域住民への周知については、工事看板に特定防衛施設周辺整備
調整交付金事業である旨を表示するとともに、広報誌及び村ホームペー
ジに本事業内容を掲載した。

実 施 場 所 六ヶ所村大字尾駮地内

補助事業の成果の目標

　当村では、村内のスポーツ少年団員を大石総合運動公園等に送迎す
るため、スポーツ巡回車（マイクロバス）を運行している。
　現在、バスを格納する車庫が不足していることから、スポーツ巡回車が
野ざらしの状態となっている。
　そのため、バス1台を格納できる車庫を建設し、今年度更新するスポー
ツ巡回車を格納して適切な車両管理を行うものである。

補 助 事 業 の 内 容 木造平屋建　　A=68.25㎡

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名
　三沢対地射爆撃場関連公共用施設（教育文化施設:スポーツ巡回車
車庫建設工事）整備事業

補 助 事 業 者 名 六ヶ所村長　戸田　衛



令和元年度 計

円 円 円 円 円 円

28,358,000 28,358,000

交付金額 26,630,000 26,630,000

事業の改善措置及び今後
の対応

　今後とも、適切な車両及び車庫管理を行う。

事業評価に際しての第三者
機関の活用の有無

　無

補助事業の始期及び終期 令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

　本事業実施後にバスの運転者及び車庫の管理者に聞き取りした結
果、車庫を整備したことにより、適切な車両の維持管理が図られ、運行
前、運行後の車両点検も円滑に行うことができるとのことであった。このこ
とから、本事業の実施により、適切な車両の維持管理が行われていると
評価する。
　地域住民への周知については、車庫に特定防衛施設周辺整備調整
交付金事業である旨を表示するとともに、広報誌及び村ホームページに
本事業内容を掲載した。

実 施 場 所 六ヶ所村大字倉内地内

補助事業の成果の目標

　当村では、令和2年4月1日からの村立第二中学校及び村立千歳中学
校の統合に伴い、千歳中学校の全校生徒がスクールバス（マイクロバス）
2台で第二中学校に通学することになる。
　そのため、新たに購入するスクールバスを格納する車庫がないことか
ら、バス2台を格納できる車庫を建設し、適切な車両管理を行うものであ
る。

補 助 事 業 の 内 容 木造平屋建　A=99.37㎡

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名
三沢対地射爆撃場関連公共用施設（教育文化施設：千歳平地区スクー
ルバス車庫建設工事）整備事業

補 助 事 業 者 名 六ヶ所村長　戸田　衛


